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夢に見た輸出を成し遂げ

蚊取り線香の開発に取り組みながらも、英一郎は
除虫菊の輸出への道をさぐっていた。1903（明

治36）年、日本の除虫菊は大豊作となった。相場は暴
落したが、英一郎は契約通りの価格で買い上げ続け
た。滞貨は増える一方で破産寸前まで追い込まれる
状況となり、もう輸出しかないと外国商館巡りを始め
た。当時、海外との交易には外国商館を経由するのが
一般的で、本格的な輸出を図るためには、どうしても
横浜や神戸にある商館の門を叩かねばならなかった。
しかし、世界に門戸を開いたばかりという時代背景か
ら、欧米先進国の商館は日本人の番頭でさえ高官並
の気位の高さであり、ましてや紹介者なしで飛び込み
をかける英一郎の話をまじめに聞いてくれる商館は皆
無であった。
　そんな折の1904（明治37）年、日露戦争が開戦。
それを聞いた英一郎は、先の日清戦争では疫病での
死者が多かったことから、除虫菊粉を満州派遣軍へ
寄贈した。すると軍から大量発注があり、値段の下が
った除虫菊は人気がなく誰もが手放していた為、英
一郎に注文が集中し、価格も大幅に上昇して倒産の
難を逃れたのである。さらにこの年、ヨーロッパの除
虫菊は大凶作となり、外国商館から除虫菊輸出の引
き合いの連絡も入って来た。ここで英一郎の商館巡
りが実を結んだのだ。これが契機となり、日本におけ
る除虫菊の栽培輸出は成長し、世界各地に販路を拡
大していくことになった。
　英一郎の持ち前のひたむきさで除虫菊の大量輸
出、海外販路開拓を実現させ、1935（昭和10）年に
は、日本の除虫菊生産は世界の90％を占めるまでに
なり、世界一の輸出量を誇り、日本の輸出品の中で
の除虫菊関連商品の番付は、20位前後にランキング
され、除虫菊は多くの外貨を稼ぎだし、日本経済の
発展にも大きく貢献したのである。

現在も愛される「金鳥」ブランド

渦

英一郎夫妻に贈られたユーゴスラビア名誉領事の身分証と玉璽 現在販売されている製品群

「金鳥」マークの変遷

巻型蚊取り線香発売から8年後の1910（明治
43）年、英一郎は自社の製品に「金鳥」のブラン

ドを制定し、商標を登録した。「金鳥」の商標は、中国
史上初の歴史書「史記」に出てくる「蘇秦伝」の一節、
『鶏口となるも牛後となる勿れ（牛の尻尾のようになる
のではなく、小さくとも鶏の頭のようになるべきだ）』に
由来しており、今後も常にトップメーカーであり続け、品
質、信用、経営、どの角度から見てもナンバーワンであ
り続けるという英一郎の決意が表されている。

　同じ年の10月、英一郎が行ってきた除虫菊の導入
から栽培の奨励、製品化、輸出に至る努力が認めら
れ、48歳の若さで藍綬褒章が下賜された。また、
1929（昭和4）年には、除虫菊の用途を開発し、効率
のよい栽培方法を考案して生産量を拡大したことを
称えて、除虫菊の原産国であるユーゴスラビアから大
阪駐在ユーゴスラビア王国名誉領事に任命された。
　英一郎の思いは代々引き継がれ、同社で次々に開
発される除虫菊製品は広く世界に普及し、蚊などに
よって媒介される疫病から人々を救い続けている。
　長年の功績が認められ、2013（平成25）年に蚊取
り線香に関連する資料が未来技術遺産に登録、さら
に2017（平成29）年には線香関連資料に加えて日本
最初のエアゾールであるキンチョールが化学遺産に
認定された。
　現在、同社は総合衛生企業から健康創造企業へ
と、人々の健康と日本の発展を見つめ続けた英一郎
のたゆまぬ情熱を受け継ぎ、新しい伝統づくりを目
指して世界へのさらなる挑戦と躍進を続けている。
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みずから変化をつくりだせ！
『チェンジ・リーダーの条件』

［概要］
　著者の P・F・ドラッカーは 1909 年、オーストリア・ウィーン
に生まれる。人類史上初めてマネジメントという分野を体系化し
た。氏は自身を「社会生態学者」と名乗り、社会全体の中で組織
を捉え、マネジメントのあり方を論じており、多大な影響を与え
た。本書は、マネジメントの役割をあらゆる角度からとらえ、そ
れぞれの方法を、ときに具体例を交えながら明らかにしている。
マネジメントは「なぜ」必要なのか、「何を」行うのか、「いかに」
行うのか。その基本と本質を説くドラッカー経営学のエッセンス。
昨今の変化する時代におけるリーダーのマネジメントを説いてい
るため、経営者（リーダー）には必読の書籍かもしれません。

　社長に就任して数年経過した頃に書店で新刊を
見つけました。「はじめて読むドラッカー（マネ
ジメント編）みずから変化をつくりだせ！」との
本のキャッチコピーに惹かれて手にしました。

：この本を手に取られたきっかけについてQ 1

　「企業の目的は一つ、顧客の創造」、「顧客から
出発せよ」、「われわれの事業は何か」、「顧客は
だれか」など、独特の言い回しに強い印象を持
ちました。それまで自社の目的は何かを社会と
のつながりの中で考えたこともなく、ドラッガー
氏の偉大な発想力に魅力を感じました。
　氏は「変化はコントロールできない。できる
のは、その先頭に立つことだけである」と説い
ています。変化にはリスクがありますが、その

：この本をお勧めしたい理由についてQ 2

変化の先頭に立たなければいけないと改めて感
じさせられました。

　マネジメントの役割について改めておさらいす
るためでなく、常に自らを変革し、変化をチャン
スと捉えようと模索しているトップリーダーの方
には、冷静に頭を整理する良い機会になるのでは
ないでしょうか。是非、読んでいただきたいお薦
めの一冊です。

：どういった方にお薦めしたいですかQ 3

山本 泰司 氏
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大阪市天王寺区上汐 6丁目 3番 12号
8,500 万円
140 名
高周波・マイクロ波応用機械、
医療機器の製造販売
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